
別紙様式

評価 領域 重点目標
具体的方策
（教育活動）

評  価  基  準 達成度 重点目標の達成状況の診断・分析
学校関係者からの

意見・要望等
評価

①学びの質の
　向上

・「関わり合いたい」と
思える授業づくりの工
夫
・困り感に寄り添う支援
の充実

教えてアンケートの平均値
４：平均値80％以上
３：平均値60％以上
２：平均値50％以上
１：平均値50％未満

4

校内研修で「関わり合いたい」と思える授
業づくりを行ってきた成果が表れており、
児童の「学校の勉強はよくわかる」という
項目の肯定的な回答が92％だった。授業改
善と工夫をこれからも行っていきたい。

②学びの姿勢
・「由宇小スタンダード」
の学期に１度の振り返
り

児童・教職員アンケートの平均値
４：平均値80％以上
３：平均値70％以上
２：平均値50％以上
１：平均値50％未満

3

アンケートの到達度の低い項目への具体的
な手立てが必要である。「姿勢」や「返
事」などは、授業を通して普段の生活から
意識付ける必要がある。また、学期や月ご
とに強化する項目を決めて取り組むことも
考えられる。

③読書活動の
　推進

・ビブリオバトルの実践
・毎月の「ベストリー
ダー」等の読書推進の
ための工夫

・児童・教職員アンケートの平均値
４：平均値80％以上
３：平均値70％以上
２：平均値50％以上
１：平均値50％未満

4

「図書だより」だけでなく、読書活動が向
上していることを「学校だより」で紹介
し、児童の意識を高めている。今後も図書
室の利用が高まるよう、工夫していきた
い。

④家庭学習の
　徹底

・児童の実態に応じた
家庭学習の準備

児童・教職員アンケートの平均値
４：平均値80％以上
３：平均値70％以上
２：平均値50％以上
１：平均値50％未満

4
ワークやドリルだけでなく、ICTの活用な
ど、家庭学習の工夫した取り組みを紹介し
合うことが必要である。

①挨拶と礼儀

・挨拶運動の推進
・児童による挨拶の状況
分析と集会の開催
・代表委員会での協議

児童・保護者・教職員アンケートの関係項目の平均肯
定率
4：平均肯定率80％以上
3：平均肯定率70％以上
2：平均肯定率50％以上
1：平均肯定率50％以下

4
集会活動や代表委員会での話し合いに効果
があったと考えられる。しかし、保護者か
らの評価が上がらないので、学校での良い
挨拶を広げる声掛けが必要だと考える。

②人権教育の
　充実

・人権教育参観日の開
催
・人権講演会の開催

児童・保護者・教職員アンケートの関係項目の平均肯
定率
4：平均肯定率80％以上
3：平均肯定率70％以上
2：平均肯定率50％以上
1：平均肯定率50％以下

4
人権教育参観日や人権後援会が効果的であ
ると手応えを感じているので、継続して取
り組んでいくことができるよう計画する必
要がある。

③特別活動の
　推進

・「由宇小学校〇〇の
日」の設定と振り返り

児童の振り返りにおける平均肯定率
4：平均肯定率80％以上
3：平均肯定率70％以上
2：平均肯定率50％以上
1：平均肯定率50％以下

4
ふれあい班活動に関しては、班編成の仕方
や準備時間の少なさが原因と考えられる。
ふれあい班に関して改善すべきを改善し、
活動を充実させていきたい。

①家庭と連携した
　よい生活習慣
の
　育成

・「元気チャレンジ週間」で
の「元気チャレンジカード」
の実施（由宇中校区共同
実践）
・「わが家のメディアルー
ル」の実施

児童・保護者・教職員アンケートの関係項目の平均肯
定率
4：平均肯定率90％以上
3：平均肯定率80％以上
2：平均肯定率50％以上
1：平均肯定率50％以下

3

引き続き、「元気チャレンジ週間」や「わ
が家のメディアルール」の実施により、児
童・保護者への啓発を続けていきたい。ま
た、「タブレットのきまりの日」に各学級
担任からも時間面等について指導をし続け
ていきたい。

②体力づくりの
　充実

・柔軟性向上プログラム
（「ドラえもんたいそう」）
の実施
・「おうちで運動」の実施
・なわとび運動の奨励

児童・保護者・教職員アンケートの関係項目の平均肯
定率
4：平均肯定率90％以上
3：平均肯定率80％以上
2：平均肯定率50％以上
1：平均肯定率50％以下

3

これからも、運動習慣形成のため「おうち
で運動」や「ドラえもん体操」を継続して
いきたい。また、各行事や集会・体育の学
習等を機会として自主的に外遊びや運動に
取り組んでいくようにしていきたい。

③生活環境の
　整備

・振り返りカードによる
掃除の振り返り（反省
会）の推進
・委員会活動等による
啓発

児童・保護者・教職員アンケートの関係項目の平均肯
定率
4：平均肯定率80％以上
3：平均肯定率70％以上
2：平均肯定率50％以上
1：平均肯定率50％以下

4

今後も、振り返りカードを用いた反省会を
することで、進んで清掃活動に取り組むよ
うにしていきたい。また、整美委員会の児
童がさらに地域の清掃活動をしてみたい思
いをもっているので、活動の時間確保等を
していきたい。

①地域資源
　（人・物・こと・
　情報）の
　積極的活用

・学校地域連携カリ
キュラムの見直しと実
践
・教職員による地域学
習

結愛ネットの人材活用人数
４：のべ300人以上
３：のべ250人以上
２：のべ200人以上
１：のべ200人未満

4
ボランティア来校者数は、２月末時点で延
べ713名となった。約85％の児童が地域の方
と活動したり、勉強したりすることが楽し
いと感じている。

②小中一貫教育
　及び園小連携

・３園と交流
・中学生との交流
・中学校教員による出
前授業

生徒・園児との学習を楽しいと感じる児童
４：90％以上
３：70％以上
２：50％以上
１：50％未満

3

肯定的な回答が86％となった。3園との交流
や、中学生とのクラスマッチへの参加が2年
目となり、みんなが楽しめる取組につな
がった。児童と生徒会がいっしょに挨拶運
動を実施する等協働した取組が増えた。

①綱紀保持の
　徹底

・定期的なミニ研修会
による意識の継続
・外部講師による研修

服務規律が徹底できていると感じる職員
４：90％以上
３：70％以上
２：50％以上
１：50％未満

4
肯定的な回答が100％となった。綱紀保持に
関するミニ研修会や動画視聴の後、アン
ケートで自分を振り返ることで服務規律遵
守の意識が高まった。

②ゆとりある
　業務時間の
　確保

・各種会議や各種事業
の精選や簡素化
・ICTの積極的な活用
とデータ管理の推進

教職員アンケート２項目の平均肯定率
４：90％以上
３：70％以上
２：50％以上
１：50％未満

3

肯定的な回答が85％となった。連絡会が週1
回となり、職員会議1時間以内の徹底等、会
議時間が削減した。各種アンケートのデジ
タル化により回答の収集分析時間の削減に
つながった。

○主体的な学び：年間を通して、朝学習の充実、やまぐち学習プリントの活用、由宇小スタンダードの取組、タブレットの効果的な活用が進んでいる。伝え合う力の育成と学習内容の定着が課題である。
○豊かな心：挨拶やマナー、交通安全等について保護者や地域と情報を共有し、未然防止や積極的対応に努めてきた。挨拶集会等により、進んで挨拶をする児童や気持ちのよい挨拶を返す児童が増えている。
○たくましい体：「元気カード」（早起き・早寝・朝ご飯・メディアはちょっと・お家で運動）、メディアアンケート等に継続して取り組んだ。毎日の宿題「お家で運動」を推進し、巧みな動きが身に付き骨折等の怪我が減った。
○地域と共にある学校づくり：コロナ禍で停滞していた様々なつながりを再開していくことで、中学校区での交流が活発になり、地域への愛着が深まった。学校支援の要請や、学校間の連絡調整を密にしていく。
○働きやすい職場環境：緊急の対応が必要な事案に対しても、円滑な情報共有により、家庭･地域・関係機関等と迅速に連携して解決を図ってきた。業務改善については、時間外在校時間が減少し改善傾向にあるが、計画的な業務進行が課
題である。

令和６年度　岩国市立由宇小学校　学校評価書 校長（　　森本　忠寿　　）

１　学校教育目標

教育目標・・・・・夢や希望をもち、主体的に学び、たくましく伸びていく由宇っ子の育成
　
中・長期目標・・・○キャリア教育の推進　→　将来真に社会で自立する力の基盤づくり　　 ○コミュニケーション能力の育成　→　将来社会で協働できる力の基盤づくり

２　現状分析（前年度の評価と課題を踏まえて）

3.8
人権教育参観日や人権講演会等を実施したことで学
校での人権教育を保護者と共有できたと考える。し
かし、意思の疎通ができていないことも否めない。
今後も真摯に保護者、児童と向き合っていきたい。

挨拶の日を設定したり、挨拶集会を行ったりしたこ
とで、学校での挨拶は向上した。しかし、挨拶の対
象を増やすためのふれあい班活動を楽しめていない
児童がいるという現状である。

３　本年度重点を置いて目指す成果・特色、取り組むべき課題

（１）「主体的な学び」プロジェクト…「学び」とのつながり　　①学びの質の向上　　②学びの姿勢　　③読書活動の推進　　④家庭学習の徹底
（２）「豊かな心」プロジェクト…「他者」とのつながり　　①挨拶と礼儀　　②人権教育の充実　　③特別活動の推進
（３）「たくましい体」プロジェクト…「生活」とのつながり　　①家庭と連携したよい生活習慣の育成　　②体力づくりの充実　　③生活環境の整備
（４）地域と共にある学校づくりプロジェクト…「縦」のつながり（園小中連携）「横」のつながり（地域連携）　　①地域資源（ひと・物・こと・情報）の積極的活用　　②小中一貫教育及び園小連携
（５）働きやすい職場づくりプロジェクトの推進・・・「社会」とのつながり　　①綱紀保持の徹底　　②ゆとりのある業務時間の確保

4　自己評価 5　学校関係者評価

取組状況および成果・課題

「
主
体
的
な
学
び

」

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

毎学期に行う講師を招聘した公開授業や一人一授業
を通して、児童の関わり合いを重視した授業改善が
進んだ。また、お互いの授業を見合うことで様々な
支援の方法を取り入れることができた。

児童の声で「学校の勉強はよく分かる」が
90％を超えていることが素晴らしい。／主体
的に学習に取り組むことができるよう、教師
が様々な方法で児童の発達を考慮した授業
や活動が展開されている。／関わり合いた
いと思える授業づくりの工夫を行うことによ
り、児童から肯定的な回答が得られたことは
高く評価したい。／困り感に寄り添う支援に
努力されている。／ビブリオバトルの実践は
興味深い。児童の読書への興味関心が高
まることを期待する。／ビブリオバトルはこ
れからも続けてほしい。／読書は生きていく
ために必要な力を身に付ける効果があり、
読書習慣をつける取組は大切である。好き
になりきっかけづくりを続けてほしい。／個
人差や家庭環境等を考えるとアンケートの
到達度が低い項目があるのは仕方ないこと
ではないか。

4

学期末に振り返りを行い、児童と教職員が意識付く
ようにしている。「由宇小スタンダード」が16項目
あるため、８割以上達成できた項目と５割程度の項
目と差が見られる。今後の更なる取り組みが必要で
ある。

教員と高学年でのビブリオバトルが１学期に実施さ
れ、選ばれた本が勝者によって放送され、全校児童
にも紹介することができた。図書委員会や司書教諭
らの呼びかけやイベントの工夫で、図書の貸し出し
冊数が昨年度より増加した。

各学年ごとに、ドリルや漢字練習などの家庭学習の
ほか、自主学習・おうちで運動など工夫した取り組
みがなされている。

「
豊
か
な
心

」

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

学校で挨拶をする児童が増えてきた。挨拶を返す児
童だけではなく、自分から挨拶をする児童もいる。
半面、遊びに行った時や友達の家族への挨拶につな
がっていないことを心配している。

中学生が小学校で手本となるあいさつ運動
をしたり、児童の発案でのビンゴラリーをし
たり、大きな実践活動の効果が出ている。な
ぜあいさつが必要なのか、その理由を理解
すると自然に身に付くと思われる。言葉を発
するだけでなく、相手の目を見て気持ちのよ
いあいさつができるとすばらしい。／あいさ
つ運動の成果は、実感している。／家庭と
連携して気持ちのよいあいさつが広がること
を望んでいる。／地域や家庭でのあいさつ
を充実する工夫が必要ではないか。／あい
さつについては、違う場面では難しいことも
ある。園の段階から少しずつ身に付けて
いってほしい。／学校行事への地域の参加
がもっと多くなれば児童とも顔見知りになり、
あいさつがしやすくなるのではないか。／異
年齢との交流へのコロナの影響は園でも見
られる。継続することで、少しずつでも改善し
ていくのではないか。

「
た
く
ま
し
い
体

」

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

学期に1回「元気チャレンジ週間」を行ってきた。寝
る前にメディア使用を避け、早く寝る意識が高まっ
てきている様子がうかがえる反面、平日も休日もメ
ディアを使用する時間が少し長くなってきている家
庭も見られた。

生活習慣は家庭の連携が必要不可欠。バラ
ンスのよい食事、早寝早起き家庭環境で差
が出てくると思われる。／家庭の実践を含
めていることもあり、難しい面が大きい中で
よい成果が出ている。／あまりに厳しいノル
マは逆効果になるのではないか。／生活習
慣については家庭の理解と協力が欠かせな
い。今後も働きかけを継続していってほし
い。／どのプロジェクトも学校の計画や指導
がすばらしい。／保護者に体力向上の情報
を発信して意識の向上に努めてほしい。／
地域では、外で遊ぶ子どもをあまり見なく
なった。

3.2
係活動や学級遊び、時間走やなわとびを機会とし
て、外遊びをしたり、宿題として各学級で「おうち
で運動」に取り組んだりしてきた。しかし、若干体
力向上に積極的ではない児童も見受けられる。

多くの縦割り班で継続して振り返りカードを使って
掃除の反省会を実施しており、熱心に掃除に取り組
む姿も見受けられた。整美委員会の発案で自分たち
も使う塩田原公園の清掃活動を行い、環境美化に対
する意識を高めることができた。

６　学校評価総括（取組の成果と課題）

〇主体的な学び…関わり合いたいと思える授業づくりを通して、児童アンケート「学校の勉強はよくわかる」の肯定的解答が92％となった。自分の思いや考えをより一層語れるようにするために、困り感や過程を語る姿勢を浸透させていく必要がある。「由宇小スタ
ンダード」の達成状況では「聞かれているところに線を引く」が50％を下回った。「簡潔に表す」「主述を正確に表す」と合わせ改善が必要である。てＩＣＴ活用については、授業場面での活用は進んでいるが、家庭学習への活用が課題である。
〇豊かな心…小中での一貫した取組を通して、あいさつに対する評価が向上した。特別活動においても、あいさつをテーマにした児童の主体的な取組が増え、地域との連携による実践の体制が構築されてきつつある。児童生徒と地域の思いや願いを擦り合わせ
ることで、相手を意識した心の醸成を進めていくことが課題である。人権教育の推進にあたっては、家庭や地域を巻き込んだ取組の充実が課題である。
〇たくましい体…中学校区全体での「元気チャレンジ週間」の取組により、学校間の情報共有が可能になった。児童が主体となった体力向上の実践が増えており、体力課題を意識した一層の取組改善が課題である。
〇地域とともにある学校づくり…結愛ネット熟議への児童生徒の参加が実現した。「子どもの学びプロジェクト」と結愛ネットとの一体的な推進を通して、地域連携への児童生徒の参画と取組の充実が課題である。
〇働きやすい職場づくり…「服務規律の徹底」に対する教職員の意識は100％、業務改善と時間外在校時間に対する教職員の肯定的な回答は85％となった。教育の質を維持しつつ、より一層業務の精選と効率化を図っていくことが課題である。

７　次年度への改善策

〇主体的な学び…①言葉を大切にした関わり合いと振り返り（学びの質の向上）　②由宇小スタンダード課題項目の改善（学びの姿勢）　③児童主体で進める読書活動（読書活動の充実）　④家庭学習へのＩＣＴ活用（家庭学習の徹底）
〇豊かな心…①地域と取り組むあいさつ運動の充実（挨拶と礼儀）　②家庭や地域との一体的な人権教育の推進(人権教育の充実）　③児童の参画意識を高める特別活動（特別活動の推進）
〇たくましい体…①家庭の状況に応じた生活習慣の確立（家庭と連携したよい生活習慣の育成）　②個別の課題に応じた体力づくりの充実（体力づくりの充実）　③「がまん玉」「みつけ玉」「しんせつ玉」の３視点での清掃活動の充実（生活環境の整備）
〇地域とともにある学校づくり…①児童が参画した地域連携教育の充実（地域資源の積極的活用）　②接続を意識した一貫・連携体制の再構築（小中一貫教育及び園小連携）
〇働きやすい職場づくり…①校外からの視点を重視した倫理観の醸成（綱紀保持の徹底）　②組織全体のＩＣＴスキルの向上を通した校務ＤＸ化（ゆとりある業務時間の確保）
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コロナ禍後の家庭・地域との新たな協働体制を構築
し、地域のよさや魅力を再発見する活動に取り組ん
だ。校内研修等で、教職員の地域学習を位置づけ新
たな地域資源の開発に努めたい。

　地域との連携が進んでおり、着実に成果と
して表れている。
地域や園、中学校との連携のためにどんな
学習が可能か協議し、新しい学習に取り組
んでいってほしい。／園小の交流が充実し
ている。学習の経験もさせたい。／年ごとに
新しい取組があり、園小中の交流が定着し
てきている。／クラスマッチは親しみが一段
と強まる。／多くのボランティアへの感謝の
念を忘れないでほしい。／ボランティア終了
後、短時間でもいいので、各教室の見学が
自由にできるとよい。

4
由宇学連の「知・徳・体」部会で、小中の共通取組
事項を明確にして、課題の解決に向けて取り組んで
いる。園小交流は、園児の期待感や児童の達成感に
つながった。夏の熟議の地域課題解決に向けて、生
徒会と協働し挨拶運動に取り組んだ。
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定期的なミニ研修では、具体的な事例を通して考え
ることで綱紀保持に関する認識が高まった。警察署
と連携した研修は、専門的な知識技能の習得により
危機管理能力の向上につながった。

綱紀保持研修は、よくなされている。／会議
時間の削減は、難しいことだが、実現のため
にはいろいろな工夫があっただろう。／教材
研究に費やす時間は多くならざるを得ない
だろう。／現場の教職員の声が肯定的なこ
とが何よりである。／働き方改革の実践に
向け、業務の見直しやデジタル化等の取組
により、負担軽減の効果が出てきている。／
緊急な事案では、全教員の強い連携体制を
構築して進めてほしい。／子どもを幸福にす
るための教育のためには、教師が働きやす
い職場づくりがとても大事。もっと工夫を。

3.8
行事内容の精選、会議時間の削減、ICT環境の活用、
ボランティアの支援により、業務改善の意識が高ま
り、児童への対応や学級事務の時間を確保すること
ができた。今後も継続してICTを活用するためのスキ
ルアップに努めたい。


